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【注意事項】

１　放送で指示があるまで，この問題用紙に手を触れないでください。

２　問題の印刷が不鮮明な場合には挙手をして，試験監督官が来るのを待って
　　ください。

３　終了後，答案用紙（マークシート）のみ回収します。この問題用紙は各自
　　持ち帰ってください。

　教科専門

　　　　試験時間

１０時３０分～１１時４０分（７０分）
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１ 　 次の設問（ １ ） ～（ １ ２ ） に答えよ 。

（ １ ） 次の図のよ う に， 大き さ の無視でき る 質量 80〔 g〕 の小物体を ， ばね定数 128〔 N/m 〕

の軽いばねに押し つけ， 自然長から 0.10〔 m 〕だけ縮めてから 放し たと こ ろ， 小物体は

滑ら かな水平面上を 運動し た後， 斜面を 登り ， 点Ｐ で速さ が 0 になっ た。 物体と 水平

面およ び斜面と の間に摩擦はなく ， 水平面と 斜面は滑ら かに連結さ れて おり ， 重力加

速度を 10〔 m /s2〕と する 。「 ばねから 離れた後の水平面での小物体の速さ 」 と 「 水平面

から 点Ｐ ま での高さ 」 の組合せと し て 最も 適切なも のを， 次の①～⑧の中から 一つ選

べ。 解答番号は１ １ 。

ばね
小物体

自然長から
0.10〔 m 〕 だけ

縮めた 状態

ばねから 離れた後の水平面

での小物体の速さ

小物体が静止し た
位置Ｐ

水平面から

点Ｐ ま での

高さ

点Ｐ

水平面

水平面での

小物体の速さ〔 m /s〕

水平面から  

点Ｐ ま での高さ〔 m 〕

① 2.0 1.6

② 2.0 0.80

③ 2.5 0.80

④ 2.5 0.40

⑤ 4.0 0.80

⑥ 4.0 0.40

⑦ 8.0 1.6

⑧ 8.0 0.40
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（ ２ ） 0〔 ℃〕， 200〔 g〕 の氷に 1.0 × 10
2
〔 J/s〕 の割合で熱を 加え た と こ ろ ， 1500〔 s〕 経過し

たと き に 100〔 ℃〕 の水になっ た。 水の融解熱と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤か

ら 一つ選べ。 た だし ， 水の質量は変化し な い も の と し ， 水の比熱は温度に よ ら ず 

4.2〔 J/（ g・ K）〕と する 。 解答番号は１ ２ 。

①　 1.8 × 102〔 J/g〕　 　 ②　 3.3 × 102〔 J/g〕　 　 ③ 4.2 × 102〔 J/g〕

④　 7.5 × 102〔 J/g〕　 　 ⑤　 1.2 × 103〔 J/g〕

（ ３ ） 抵抗値が 100〔 Ω〕 の５ つの抵抗を ， 次の図のよ う に組み合わせた回路があ る 。 導線

の抵抗は無視でき る も のと する 。 PQ 間の合成抵抗と し て 最も 適切な も のを ， 次の 

①～⑧の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ３ 。

Ｐ

Ｑ

①　 10〔 Ω〕　 　 ②　 25〔 Ω〕　 　 ③　 50〔 Ω〕　 　 ④　 75〔 Ω〕　 　 ⑤　 100〔 Ω〕

⑥　 125〔 Ω〕　  ⑦　 150〔 Ω〕　  ⑧　 200〔 Ω〕

（ ４ ） 次の分子のう ち， 共有電子対が最も 少ない分子と し て最も 適切なも のを， 次の①～

⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ４ 。

①　 NH3　 　 ②　 N 2　 　 ③　 CO2　 　 ④　 CH4　 　 ⑤　 H2O
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（ ５ ） 中和滴定に使用する 実験器具について， 次の（ ア），（ イ ） の両方に当てはま る も の

と し て最も 適切なも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ５ 。

（ ア ） 器具の内部が純水で濡れたま ま でも 使用が可能である 。

（ イ ） 加熱乾燥さ せてはいけない。

①　 ビ ュ レ ッ ト

②　 メ ス フ ラ ス コ

③　 コ ニカ ルビ ーカー

④　 ホールピ ペッ ト

⑤　 両方に当てはま る も のは上記の実験器具にはない

（ ６ ） あ る 濃度の過酸化水素水 10.0〔 m L〕 に， 希硫酸を 加え て 酸性と し た。 こ の溶液を  

4.00×10
－2
〔 m ol/L〕 の過マン ガン 酸カ リ ウ ム 水溶液で滴定し たと こ ろ， 19.0〔 m L〕必要

であ っ た。 過酸化水素水のモル濃度と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から 一

つ選べ。 た だし ， 希硫酸中で KM nO4 及び H2O2 は以下のよ う にはた ら く 。 解答番号

は１ ６ 。

M nO4
― +  8H＋＋ 5e― → M n2＋＋ 4H2O

H2O2 → O2 ＋ 2H＋＋ 2e―

①　 1.70×10－2〔 m ol/L〕

②　 3.80×10－2〔 m ol/L〕

③　 4.25×10－2〔 m ol/L〕

④　 1.90×10
－1
〔 m ol/L〕

⑤　 3.20×10
－1
〔 m ol/L〕
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（ ７ ） 真核細胞に存在する ミ ト コ ン ド リ ア や葉緑体は， 原始的な細胞が他の生物と 共生す

る こ と で出現し たと 考え ら れている 。 こ の過程を 示し た のが次の図であ る 。 図中のＡ

～Ｄ に該当する 生物や細胞小器官の組合せと し て最も 適切なも のを， 次の①～⑧の中

から 一つ選べ。 解答番号は１ ７ 。

原始的な
細胞

染色体

共生 共生

原始的な Ａ

Ｂ
核

原始的な Ｃ Ｄ

動物細胞

植物細胞

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

① 好気性細菌 葉緑体 シアノ バク テリ ア ミ ト コ ン ド リ ア

② 好気性細菌 葉緑体 アーキア ミ ト コ ン ド リ ア

③ 好気性細菌 ミ ト コ ン ド リ ア シア ノ バク テリ ア 葉緑体

④ 好気性細菌 ミ ト コ ン ド リ ア アーキア 葉緑体

⑤ 嫌気性細菌 葉緑体 シアノ バク テリ ア ミ ト コ ン ド リ ア

⑥ 嫌気性細菌 葉緑体 アーキア ミ ト コ ン ド リ ア

⑦ 嫌気性細菌 ミ ト コ ン ド リ ア シアノ バク テリ ア 葉緑体

⑧ 嫌気性細菌 ミ ト コ ン ド リ ア アーキア 葉緑体

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。
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（ ８ ） タ ン パク 質の設計図と な る DNA の塩基配列は， ま ず m RNA の塩基配列に転写さ

れる 。 こ の際， DNA の塩基と m RNA の塩基には特定の対関係があ る 。 DNA の塩基

配列が T GA CT GGA A であ る と き ， 転写さ れた m RNA の塩基配列はど のよ う にな る

か。 最も 適切なも のを ， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ８ 。

①　 A A GGUCA GA

②　 UUCCA GUCA

③　 TGA CT GGA A

④　 A CT GA CCT T

⑤　 UGA CUGGA A

⑥　 A CUGA CCUU

（ ９ ） 次のグ ラ フ は， ヘモグ ロ ビ ン の酸素解離曲線を 示す。 こ の曲線は， 二酸化炭素濃度

など のさ ま ざま な条件によ っ て変化する 特性を 持っ ており ， 二酸化炭素濃度が高い場

合には酸素解離曲線が右下側に移動する 。 こ の特性は， 酸素を 効率的に運搬する 上で

有利に働く 。 仮に， 二酸化炭素濃度が低い呼吸器ではＡ の曲線， 末梢の各組織のよ う

に二酸化炭素濃度が高い条件ではＢ の曲線になる と する。 ま た， 呼吸器およ び末梢の

各組織の酸素分圧はそれぞれ 100〔 m m Hg〕 と 30〔 m m Hg〕 と する 。 こ の条件下で， 全

酸素ヘモグ ロ ビ ン のう ち 何％が酸素を 解離し て組織に供給する こ と になる か。 最も 適

切なも のを ， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ９ 。

酸
素
飽
和
度

酸素分圧〔 m m Hg〕
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〔 ％〕

Ａ

Ｂ

10 30 50 9070

①　 約 45〔 % 〕　 　 ②　 約 50〔 % 〕　 　 ③　 約 58〔 % 〕　 　 ④　 約 65〔 % 〕　 　

⑤　 約 68〔 % 〕　 　 ⑥　 約 75〔 % 〕

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。
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（ １ ０ ） ある 地点で地震を 観測し たと き ， 初期微動継続時間が 5〔 s〕 ， 震央距離が 32〔 km 〕

であっ た。 こ のと き の震源の深さ と し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から 一つ

選べ。 ただし ， 震源距離は大森公式を利用し ， 計算する こ と 。 比例定数 kは 8〔 km /s〕

と する 。 解答番号は２ ０ 。

①　 20〔 km 〕　 　 ②　 22〔 km 〕　 　 ③　 24〔 km 〕　 　 ④　 26〔 km 〕　 　 ⑤　 28〔 km 〕

（ １ １ ） 次の a ～ e の文章のう ち， 正し いも のを 〇， 間違っ ている も のを ×と し たと き の

組合せと し て最も 適切なも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ １ 。

ａ 　 中緯度帯では， 地表付近から 上空ま で， 西よ り の風が吹いている 。

ｂ 　 エルニーニョ 現象は，赤道太平洋東部の海水温が平常時よ り 高く なる 現象である 。

ｃ 　 日本付近では， 秋， 北太平洋高気圧が弱ま り ， オホ ーツ ク 海高気圧が強く なる と

停滞前線ができ る 。

ｄ 　 日本付近で見ら れる 冬型の気圧配置は西高東低である 。

ｅ 　 地球に入射する 太陽放射エネルギーの約 70〔 % 〕が地表に吸収さ れる 。

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

① 〇 × × 〇 〇

② × × 〇 〇 〇

③ 〇 × 〇 × ×

④ × 〇 × × 〇

⑤ 〇 〇 × 〇 ×
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（ １ ２ ） 次の文章は， 銀河系の構造について述べたも のであ る 。（ ア ） ～（ エ） に入る 語

句の組合せと し て 最も 適切な も のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は

２ ２ 。

　 銀河系の構造は， 中央部の膨ら みの部分であ る （ 　 ア 　 ） と ， その周辺の連続

的に薄い（ 　 イ 　 ） から な る 。（ 　 イ 　 ） の部分には， 若い星や（ 　 ウ 　 ） など が

分布する 。（ 　 イ 　 ） を と り ま く 半径約７ 万５ 千光年の球形の領域を （ 　 エ　 ） と

いう 。 こ の領域には老齢な星団がま ばら に存在し ている 。

ア イ ウ エ

① ハロ ー ディ ス ク 球状星団 バルジ

② バルジ ディ ス ク 散開星団 ハロ ー

③ ディ ス ク ハロ ー 散開星団 バルジ

④ バルジ ハロ ー 球状星団 ディ ス ク

⑤ ディ ス ク バルジ 散開星団 ハロ ー
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２

（ １ ） 記録タ イ マーを 使っ た運動の記録のし かた や， 記録テ ープの処理のし かたなど につ

いての説明ア～オについて， その説明が正し いも のを「 ○」， 誤っ ている も のを「 ×」

と し たと き ， その組合せと し て 最も 適切な も のを ， 下記の①～⑥の中から 一つ選べ。

解答番号は２ ３ 。

ア　 記録タ イ マーは， 直進する 台車のよ う な向き が変化し ない運動のよ う すを 記録す

る のに適し ている 。

イ 　 記録タ イ マーには， 打点式と 放電式があ り ， 打点式は 60 分の１ 秒ご と に， 放電

式は 50 分の１ 秒ご と に１ 打点を つける よ う になっ ている 。

ウ 　 西日本では 60Hz の周波数の交流を 使っ て いる ため， 記録テープを ６ 打点ご と に

切っ た長さ が１ 秒当たり の移動距離を 表し ている 。

エ　 速さ が一定の運動では， 打点の間隔が一定にな り ， 運動が遅いほど 打点の間隔が

広く ， 速いほど 打点の間隔が狭く なる 。

オ　 打点が重なっ て判別でき ない記録テープのはじ めの部分は除き， 西日本では６ 打

点ご と に切っ て ， 左から 順に下端を 揃え， 隣り 合っ た テ ープが重なら ないよ う に，

かつ隙間ができ ないよ う に方眼紙など の台紙に貼り 付ける 。

ア イ ウ エ オ

① ○ ○ × ○ ×

② × ○ ○ × ○

③ ○ × × × ○

④ × × ○ ○ ○

⑤ ○ × ○ × ×

⑥ × ○ × ○ ×
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（ ２ ） 異なる 体積のう すい塩酸を 準備し ， 水酸化ナト リ ウ ム 水溶液を 加え， それぞれ完全

に中和さ せる 実験を 行っ た。 次のグ ラ フ は， その実験で得ら れた， 塩酸の体積と 中和

に必要な水酸化ナト リ ウ ム 水溶液の体積の関係を 示し ている 。
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（ cm 3）

水
酸
化
ナ
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の
体
積

塩酸の体積（ cm 3）

　 次に， 水酸化ナト リ ウ ム 水溶液の濃度はそのま ま で， 塩酸の濃度だけを 2 倍にし て，

実験を 行っ た。 こ の実験における 「 塩酸の体積と 中和に必要な水酸化ナト リ ウ ム 水溶

液の体積の関係」 を 表し たも のと し て 最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から 一つ選

べ。 解答番号は２ ４ 。
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（ ３ ） 赤イ ン ク で着色し た水の入っ た三角フ ラ ス コ に， 葉のついた ホウ セン カ の茎を 差し

入れた。 24 時間経過し た後に， 茎の横断面を 顕微鏡で観察し たと こ ろ ， 赤く 染ま っ た

部分が見ら れた。

　 ホ ウ セン カ の茎の横断面は， ど のよ う に見える か。 次の①～⑥の模式図から ， 最も

適切なも のを 一つ選べ。 なお， 模式図で黒く ぬっ たと こ ろ は， 赤く 染ま っ た 部分を 示

し ている 。 解答番号は２ ５ 。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

（ ４ ） 次の文章は，示準化石や示相化石について説明し たも のである 。 誤っているものを ，

次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ６ 。

①　 サン ゴ の化石は， それを 含む地層が暖かく 浅い海の環境で堆積し たこ と を 示す。

②　 示相化石は地層が堆積し た当時の環境を 知る 手がかり と なり ， 示準化石から は地

層が堆積し た年代を 推定でき る 。

③　 示準化石には， あ る 期間だけ， 狭い範囲に生息し た生物の化石が多い。

④　 サン ヨ ウ チュ ウ ， ビ カ リ ア， ア ン モナイ ト の中で， 新生代を 代表する 示準化石は

ビ カリ アであ る 。

⑤　 地質年代と は， 示準化石など を も と にし て， 地球の歴史を いく つかの時代に区分

し たも のであ る 。
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（ ５ ） 自然界では， 捕食者と 被食者の個体数はそれぞれ増加し たり 減少し たり する が， 食

物連鎖の中でそのつり 合いを 保ちながら 共存し ている。 今， 被食者Ａ は捕食者Ｂ だけ

に食べら れ， 捕食者Ｂ は被食者Ａ だけを 食べる も のと し ， 被食者Ａ は捕食者Ｂ が存在

し ない場合には無限に増える も のと する 。 ま た， 被食者Ａ は捕食者Ｂ によ っ て食べら

れる だけで， 捕食者Ｂ に別の形や方法で利用さ れる こ と がないも のと する。 被食者Ａ

と 捕食者Ｂ の個体数変動を 表すモデルと し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から

一つ選べ。 ただし ， モデルの横軸は時間を ， 縦軸は個体数を 表し ， 被食者Ａ を 実線で，

捕食者Ｂ を 破線で表すも のと する 。 解答番号は２ ７ 。

被食者Ａ

捕食者Ｂ

①

③

②

④

⑤

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。

著作権保護の観点により 、

掲載いたしません。
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３

（ １ ） 次の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成 29 年告示） 解説　 理科編（ 平成 29 年７

月　 令和３ 年８ 月　 一部改訂　 文部科学省） 第 1 章　 総説　 ３ 　 理科改訂の要点　（ 1）

改訂に当たっ ての基本的な考え方」 に示さ れている 内容である 。 文中の（ Ａ ） ～（ Ｃ ）

に当てはま る 語句の組合せと し て 最も 適切なも のを ， 次の①～⑧の中から 一つ選べ。

解答番号は２ ８ 。

　 理科で育成を 目指す資質・ 能力を 育成する 観点から ， 自然の事物・ 現象に進ん

で関わり ， 見通し を も っ て 観察， 実験な ど を 行い， その結果を 分析し て 解釈する

な ど の（ 　 Ａ 　 ） 学習を 充実し た。 ま た， 理科を 学ぶこ と の意義や有用性の実感

及び理科への関心を 高める 観点から ， 日常生活や社会と の関連を 重視し た。

　 それら を 踏ま え， 以下の①から ③について改善を 行っ た。

①　 目標及び内容の示し 方の改善

　 目標については， 育成を 目指す資質・ 能力を 三つの柱「 知識及び技能」，「 思考力，

判断力， 表現力等」，「（ 　 Ｂ 　 ）」 に沿っ て整理し 改善を 図っ ている 。

　 内容については，育成を 目指す資質・ 能力のう ち「 知識及び技能」 を アと し て，「 思

考力， 判断力， 表現力等」 を イ と し て 示し ， 両者を 相互に関連さ せな がら 育成で

き る よ う 改善を 図っ ている 。 なお，「（ 　 Ｂ 　 ）」 については， 第１ 分野， 第２ 分野

の「 目標」 にそれぞれ示し ている 。

　 ま た， 従来， 理科において は「 科学的な 見方や考え 方」 の育成を 目標と し て 位

置付け， 資質・ 能力を 包括する も のと し て示し てき た。 今回の改訂では，「 見方・

考え方」 は資質・ 能力を 育成する 過程で働く ， 物事を 捉える 視点や考え 方と し て

（ 　 Ｃ 　 ） を 通し て整理さ れたこ と を 踏ま えて示すよ う にする 。

Ａ Ｂ Ｃ

① 科学的に探究する 学びに向かう 力， 人間性等 全教科等

② 科学的に探究する 学びに向かう 力， 人間性等 理科全体

③ 科学的に探究する 主体的に学習に取り 組む態度 全教科等

④ 科学的に探究する 主体的に学習に取り 組む態度 理科全体

⑤ 理科的に調べる 学びに向かう 力， 人間性等 全教科等

⑥ 理科的に調べる 学びに向かう 力， 人間性等 理科全体

⑦ 理科的に調べる 主体的に学習に取り 組む態度 全教科等

⑧ 理科的に調べる 主体的に学習に取り 組む態度 理科全体
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（ ２ ） 次の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成 29 年告示） 解説　 理科編（ 平成 29 年７

月　 令和３ 年８ 月　 一部改訂　 文部科学省） 第２ 章　 理科の目標及び内容　 第２ 節　

各分野の目標及び内容　［ 第２ 分野］　 ２ 　 第２ 分野の内容」 の「（ 7） 自然と 人間」 に

示さ れている 内容である 。 文中の（ Ａ ） ～（ Ｃ ） に当てはま る 語句の組合せと し て最

も 適切なも のを ， 次の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ９ 。

　 こ こ では， 身近な 自然環境を 調べる 活動を 行い， その観察結果や資料を 基に，

人間の活動など の様々な 要因が自然界のつり 合いに影響を 与えて いる こ と につい

て理解さ せ， 自然環境を 保全する こ と の重要性を 認識さ せる こ と がねら いである 。

な お， ねら いを 実現する た めに「（ ｱ） ㋐　 自然界のつり 合い」 について の学習を

踏ま えて行う こ と が重要である 。

　 例えば， 学校や地域， 生徒の実態など に応じ て， 野生生物の生息状況，（ 　 Ａ 　 ），

河川や湖沼の水質など ， 自然と 人間と の関わり 方を 考察し やすい自然環境の事例

を 取り 上げる こ と が考え ら れる 。 その際， 土地の利用や開発， 資源の利用， 環境

中への物質の放出と いっ た 人間の様々な 活動が， 自然環境を 変化さ せた り ， 生物

の生息数を 変化さ せた り し て ， 自然界のつり 合いに影響を 与え ている こ と を 見い

ださ せる よ う にする 。 ま た， 気候変動や（ 　 Ｂ 　 ） について も 触れる 。 気候変動

について 触れる 際には， 脱炭素社会の実現など の地球環境問題について取り 上げ

る こ と も 考えら れる 。

　 な お， 調査は， 野外での活動が望ま し いが， 時期や季節が限ら れる 事例や， 直

接観察し にく い事例も あ る 。 そのた め， 年間指導計画の中に位置付けて， 計画的

に標本を 集めたり 写真を 撮っ たり する など 工夫を する こ と や，（ 　 Ｃ 　 ） から のデー

タ ， 博物館の資料や標本な ど を 活用する こ と も 考え ら れる。 さ ら に， 過去の記録

から 自然環境の時間的な 変化を 考察さ せたり ， 身近な 自然環境を 他の地域と 比較

し て， よ り 広い地域における 自然環境について 考察さ せたり する こ と も 考え ら れ

る 。

Ａ Ｂ Ｃ

① 外来生物の増加 地震と 災害 イ ン タ ーネッ ト

② 外来生物の増加 外来生物 イ ン タ ーネッ ト

③ 地球温暖化 地震と 災害 イ ン タ ーネッ ト

④ 地球温暖化 外来生物 飛行機や人工衛星

⑤ 大気汚染 地震と 災害 飛行機や人工衛星

⑥ 大気汚染 外来生物 飛行機や人工衛星
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（ ３ ） 次の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成 29 年告示） 解説　 理科編（ 平成 29 年７

月　 令和３ 年８ 月　 一部改訂　 文部科学省） 第３ 章　 指導計画の作成と 内容の取扱い　

１ 　 指導計画作成上の配慮事項　（ 1） 主体的・ 対話的で深い学びの実現に向けた授業

改善」 に示さ れている 内容であ る 。 文中の（ Ａ ） ～（ Ｃ ） に当て はま る 語句の組合せ

と し て最も 適切なも のを ， 次の①～⑧の中から 一つ選べ。 解答番号は３ ０ 。

○「 主体的な学び」 については， 例えば， 自然の事物・ 現象から 問題を 見いだし ，

見通し を も っ て課題や仮説の設定を し た り ， 観察， 実験の計画を 立案し た り する

学習と な っ て いる か， 観察， 実験の結果を 分析し 解釈し て（ 　 Ａ 　 ） し た り ， 全

体を 振り 返っ て改善策を 考えた り し て いる か， 得ら れた知識及び技能を 基に， 次

の課題を 発見し た り ， 新た な視点で自然の事物・ 現象を 把握し た り し て いる かな

ど の視点から ， 授業改善を 図る こ と が考えら れる 。

○「 対話的な 学び」 に ついて は， 例え ば， 課題の設定や検証計画の立案， 観察，

実験の結果の処理，考察など の場面では，（ 　 Ｂ 　 ） 考え，その後，意見交換し たり ，

科学的な根拠に基づいて 議論し た り し て ， 自分の考え を よ り 妥当な も のにする 学

習と なっ ている かなど の視点から ， 授業改善を 図る こ と が考えら れる 。

○「 深い学び」 については， 例えば，「 理科の見方・ 考え 方」 を 働かせながら 探究

の過程を 通し て学ぶこ と によ り ， 理科で育成を 目指す資質・ 能力を 獲得する よ う

にな っ ている か， 様々な 知識がつながっ て， よ り 科学的な 概念を 形成する こ と に

向かっ て いる か， さ ら に， 新た に獲得し た 資質・ 能力に基づいた「 理科の見方・

考え 方」 を ， 次の学習や日常生活な ど におけ る （ 　 Ｃ 　 ） の場面で働かせて いる

かなど の視点から ， 授業改善を 図る こ と が考えら れる 。

Ａ Ｂ Ｃ

① よ り 主体的に学習 あら かじ め個人で 課題の発見や解決

② 仮説の妥当性を 検討 あら かじ め個人で 課題の発見や解決

③ よ り 主体的に学習 あら かじ め個人で 連続的な学習

④ 仮説の妥当性を 検討 あら かじ め個人で 連続的な学習

⑤ よ り 主体的に学習 ま ずは結果のみ仲間と 課題の発見や解決

⑥ 仮説の妥当性を 検討 ま ずは結果のみ仲間と 課題の発見や解決

⑦ よ り 主体的に学習 ま ずは結果のみ仲間と 連続的な学習

⑧ 仮説の妥当性を 検討 ま ずは結果のみ仲間と 連続的な学習


